
 

 

2025年3月27日  

一般社団法人 YRP研究開発推進協会 

 

ブラジル CPQD 財団（電気通信研究開発センター）と協力連携に関する覚書を締結 

ー 日本・ブラジル両国における OTICおよび Open RAN分野における発展に貢献 ー 
 

 

 

 

石破内閣総理大臣、ルーラ・ブラジル大統領が参加して3月26日に開催された「日・ブラジル経済フォーラム」の様子。 

  

報道資料 

一般社団法人 YRP研究開発推進協会（会長 河内正孝、以下「協会」という。＊１）は、ブラジルの CPQD財

団（電気通信研究開発センター）（以下「CPQD」という。＊２）と OTIC（＊３）及び Open RANの分野での協

力連携を推進するために、覚書（MOU:Memorandum of understanding）を締結しました。 

同覚書の締結は、ブラジル首脳の訪日に際し、3月 26日に開催された「日・ブラジル経済フォーラム」の場において公

式に発表されました。 

今後、協会は、Japan OTIC（＊４）、Open RAN関係企業等と連携しつつ、本覚書に基づき、CPQD と情報交

換、関係者の交流、周知広報活動、共同研究開発等の分野で協力連携を推進し、両国における OTICおよび Open 

RAN分野における発展に貢献することとしています。 



 
右から３人目が弊協会会長の河内 

＊１ 一般社団法人YRP研究開発推進協会：情報通信技術の発展への貢献を目指し、横須賀リサーチパーク計画の推進と横須

賀リサーチパークにおける研究開発諸事業の企画・推進を目的とし、情報通信関係企業等を会員とする一般社団法人です。Japan 

OTICを構成する会員の一つであるとともに、代表会員に就任しています。Japan OTICの活動を通じてOpen RANの普及を促進し

ています。 

＊２ CPQD財団（電気通信研究開発センター）（FUNDAÇÃO CPQD – CENTRO DE PESQUISA E 

DESENVOLVIMENTO EM TELECOMUNICAÇÕES）：1976年にブラジルの通信事業者テレブラス(Telebrás)の研究開発セン

ターとして設立され、1998年に民営化され財団となりました。情報通信技術におけるイノベーションとソリューションを開発・提供し、社会

の持続的発展に貢献することを使命としており、Open RAN分野でも事業を展開しています。 

＊３ OTIC（オーティック、Open Testing and Integration Centre）：OTICは、O-RAN ALLIANCE（＊５）の定めた仕

様（O-RAN仕様）に基づき、同ALLIANCEの承認を得て設立される組織です。移動通信事業用基地局無線設備を構成す

る各装置やそのインターフェースにおけるO-RAN仕様との適合性を確認する試験、その適合性が確認できたときの証明（認証や

バッジ）の発行、その他O-RAN仕様の普及活動などオープンRAN普及促進の拠点として活動します。世界各地に19（＊）の

OTICが設立されています。 

＊４ Japan OTIC: 一般社団法人YRP研究開発推進協会、株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバンク株式会社及

び楽天モバイル株式会社の５会員共同運営によるOTICであり、日本で唯一のOTICです。2022年12月横須賀市の横須賀

リサーチパーク内に設立されました。 

＊５ O-RAN ALLIANCE: 移動通信事業で利用する無線アクセスネットワーク（RAN）をよりインテリジェントでオープン、仮想

化され、製造者が異なる機器を接続しても完全に相互運用可能となる移動通信ネットワークの実現に向けて 2018年に移動通

信事業者によって設立された団体です。現在、世界の移動通信事業者 32 社（＊）と関連メーカー等の合計 288 社（＊）

から構成されています。移動通信事業用基地局無線設備を構成する各装置やそのインターフェースにおける仕様（O-RAN 仕

様）定める活動など行っています。 

   ＊：O-RAN ALLIANCEウェブサイト https://www.o-ran.org/ 2025年3月17日閲覧時 
 

■本資料に関するお問合せ■ 

一般社団法人YRP研究開発推進協会 担当：鳥越、高橋 

TEL：046-854-5267  メール：kyoukai@yrprd.or.jp ウェブサイト：https://yrprd.or.jp/ 
 


